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１．はじめに 

 
都市への集中と地域の疲弊が同時に進行する現在、

持続的に経済活動を行える地域を形成するためには、土

地に起因する資源と情報の集合を確認し、その外延を束

ねて地域経営に繋げることが望ましい。都市農村交流の

動機付け、交流機会の創出と交流人口の増加、そして地

域における住民の自己実現は、交通政策のみでは達成さ

れず、複数施策の連動と相乗効果により創り出される。 
現在、フランスでは、「１％景観と地域振興政策

（以下、１％政策と記す）」が実施されている。政策目

的は、地域沿道住民が道路計画の目標を共有し、道路に

関連する地域の振興・発展、景観の向上、またそれぞれ

の経済発展のために自律的な協働作業を実施することに

ある。沿道自治体が憲章により独自財源を用意すること

で道路施策と地域振興が連動する点が大きな特徴となる。 
筆者は 2006 年 9 月 A43-Aoutoroute モーリアンヌ道路

管理事務所、ボッフォール村役場、またフランス国土整

備・地方開発庁（DATAR；現 DIACTS）を訪問する機

会を得た。本研究において、地域と都市の交流を促す

１％政策と周辺地域の地域活動の関係性に注目した動機

は、小人口化と地域格差が進展する現在、多様な個性を

持つ地域が自立できる、交通と地域経済の相互作用性に

着目した新しい施策の必要性を感じているためである。 
国土における農村地域は、国土保全・環境保全・食

料供給、また文化の多様性の観点から、維持と活性化が

重要であるものの、現実には耕作放棄地の拡大や森林の

荒廃、集落崩壊が進行する地域が存在している。豊かな

国土の実現は地域の自立にかかっている。 
本研究では１％政策の概要と沿道地域の生産活動と

の関連性から、我が国における農村価値開発と都市農村

交流による地域の維持方策の可能性について考察したい。 
本稿の構成は２章でフランス１％政策の概要を述べ、

３章で沿道地域であるボッフォー村の事例について述べ、

４章で交流人口を保つための交通と地域振興の関わりに

ついて考察し、５章でまとめとする。 
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２．１％景観と地域振興政策の概要 

 

（１）政策の経緯 

１％政策は 1989 年に策定されている。背景として、

フランスの国土政策の一つのテーマとして中央高地（日

本でいう中山間地域）に分布する脆弱な農村の経済振興

があり、この地域を結ぶ高速道路の整備が求められてい

た。中央高地は、自然、及び生産活動の結果として保全

された景観に対する意識が非常に高い地域であり、高速

道路計画には、この保全された景観を経済活動に結びつ

ける方法が要請された。１％政策が進展する経緯を表－

１に示す。 
表－１ １％景観と地域振興政策の経緯 

1989 年 A20、A75 について高速道路１％景観と、地域振興政策

の設立 

1992 年 10 月 26 日 勧告-事例的な共同計画と、教育行動の発

展のための手段として、その効果を狙う 

1994 年 閣議－依託道路を含み、全ての高速道路と大規模道路を

対象に政策を拡大 

1995 年  12 月12 日勧告 

2005 年  3 月 31 日通達－過去の経験に基づき、道路網の適合・

効率的な普及のために、より現代化 

 
１％政策の目的は大きく、①景観の質を高め、経済

振興や観光振興の要素とする。②共有する目標の周辺に

地域関係者や地方公共団体を動員する計画の進め方を確

立する。③一貫性のあり持続可能な国土開発を優遇する。

これらの３点となる。 
１％政策の特徴は財源の運用方法にある。国（設備

省道路局・国土整備地域開発庁’DIACTS’）は工事にお

ける修復・調査部分の費用に１％相当額を充てる。同時

に、沿道の地方公共団体関係者が同等、または同額以上

の予算を組んで地域振興の計画に充てる。 
 
（２）１％政策目標の実現過程 
政策が求める目的に到達するための手続きは、図－

１で示される三段階に分けられる。 
最初の段階として、「白書」という文書が国により

作成される。地域にある景観的な魅力を全てテーマ別に

目録化し、優先すべき事項を計画する。 



次に道筋憲章（シャルト）を作成する。地方公共団

体、農業団体の代表等、経済活動に関係する地域関係者

全員が協議し、国が作成した白書の方針を検討する。こ

の段階で、全関係者の目標が絞り込まれる。また白書の

段階で検討された「境界」についても協議される。全員

の承諾を得た後で、道筋憲章の作成に入る。最終的には

１％政策を担当する全国委員会で、作成された憲章が再

確認される。関係主体個々に対する契約方式ではなく、

複数の関係主体に対する契約文書である「憲章」を採用

することで、関係者全体が共有の目標を持つことができ

る。関係者全員の署名が憲章の最後に入れられる。 
三段階目が「地域憲章」の作成となる。関係地方公

共団体、全沿道住民の発意と協力により作成される文書

である。地域憲章を作成する目的は、目標の実現に対す

る一貫性を沿道全体で合致させることである。この段階

でアクションプログラムが作成され、それに適合した都

市計画文書の修正も必要になる。土地利用計画文書の変

更に関しては州レベルの専門家が最終アドバイスを行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－１ 「１％景観と発展」政策の策定フロー 
 
なお、2005 年にはこれらの文章は単一文章として一

括して作成されている。ただし、3 段階の策定プロセス

は文章に含まれる。単一文章としてまとめる利点として

は、作成に要する時間の短縮化と、全体的な一環性のよ

り強固にできる点である。また、高速道路の終点をあら

かじめ決定することで、マクロ的な交通の影響を考慮し

たアクションプログラムを作成できる。 

（３）アクションプログラム 
 地域憲章の中でのアクションプログラムの段階におい

て、興味深いルート形成のコンセプトとして、“テリト

リー付け”、また“発見の道”がある。これは、１時間

ぐらいのサブトリップを誘発させる取り組みである。周

遊経験により、地域のアイデンティティを発見してもら

うことが、「発見の道」の目的である。 
普段訪れない、その地域を知らない道路利用者が高

速道路から一端降りてから、その地域の伝統的農村風景

や遺産といった地域のアイデンティティに触れるための

交通行動を誘発させる仕組みが必要となる。理解しやす

いピクトグラムの提示、標識のラベリング、高速道路入

り口でのパンフレットの配布等がなされている。また自

治体は、その地域を代表する遺構の修復やチーズ等の加

工食品の生産現場を魅せる工夫といった、地域のシンボ

ルへのアクセスを考え、交流機会を創造している。 

 

図－２ 高速道路沿いのピクトグラム 
（A43モーリアンヌ地域の象徴が提示） 

 
 
 
 
 
 
 
 
図－３ 発見の道（高速道路から“人を降ろす”） 
以上、フランスにおける１％政策の概要を述べた。

道路空間整備と地域の取り組みが、整備方針と財源がそ

れぞれの責任の範疇で連動し、地域経営の方向付けがな

される点が政策の特徴となる。我が国において、そのま

ま導入することは財源の確保等で難しい側面もあるが、

「交流」に関して沿道地域と道路を有機的に結びつけ、

新しい価値が道路に付け加えられている点は参考となる

のではないだろうか。 
 次に A43 の沿道地域である、ボッフォール村の観光

と景観、生産の関係性について紹介する。 

第一段階 白書（総論）

第二段階 道筋憲章（目標憲章）

第三段階 地域憲章（行動プログラム）

反対派はこの段階で
意見を反映できる

•業務担当者が作成

•景観的素材の目録作成

•景観的にネガティブな素材の明瞭化

•景観の役割と地域の発展展望を決定するため、
国土の持つ潜在性を調査・目録化

•地方公共団体や地域関係者と協議の上で政府方針で作成

•協力関係者の目標を決定する

•対象となる境界の明確化

•協力関係者の約束について賛同を得る

•地域憲章の作成規則を準備する（必要な行動、期間、予算）

•１％調査管理全国委員会にゆだねる

•地方公共団体や地域関係者と協議の上で政府方針で作成

aaistes

•関係市町村が一体となるように呼びかける

•関連する境界内に所属していることを示す

•目標に一致する行動プログラムを定義する

•都市計画文書に関し講ずるべき対策を正確にする

•調査の対象を決める：方針委員会と技術チーム
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＊2005年道路軸図書３部で構成される単一文書に変更

高速道路 

発見の道 



３．ボッフォール村に見る生産活動と景観の関係性 

 
A43 からアクセスできるボッフォール村の活動は１％

政策における沿道自治体の取り組みに直接関係するもの

ではない。しかし、都市農村交流を考える上で、またグ

ローバリゼーションが進行する現在において、地域アイ

デンティティを確立できた村として参考となる点が多い。 
ボフォール村のコミュニティの持続は、高地放牧によ

る生産活動が景観を創出し、その景観が観光に及ぼす効

果を地域が理解し、景観保全に努めるのと同時に農業活

動の付加価値化が実践されてきた結果である（図－４）。 

 
図－４ ボッフォール村の景観 

（建物の外観まで都市計画文書PLUで規定） 
ボッフォール村では旧来、標高 800-2000m 程度の高

地放牧による酪農業が営まれていた。1950 年代、パリ

から嫁いだ花嫁が、他農家に嫁いだ花嫁達と一緒に農家

民宿や農家レストラン、また直販ネットワークで成功し

た。また、1960 年代には、彼女の夫が組合を結成し、

チーズの生産を開始している。このチーズは原産地呼称

（AOC）を取得した。これによりチーズは安全を含む

品質の保証と風土性を物語る商品として高付加価値化さ

れ、商業的に成功した。村を訪れる観光客は、村の景観

に魅力を感じ、ボッフォーチーズを購入し、農家レスト

ランや農家民宿に宿泊する。チーズは一般市場に流通す

るが、ボッフォーチーズは厳密なテロワールに基づいた

製品であり、グローバリゼーションが進展しても、他の

安価な代替品で代用することはできない。また、この地

域で過ごした経験を持つ消費者は、消費行為によって景

観の生成に自らが参加していることに気付くだろう。 
バカンス需要があるヨーロッパでは、観光需要は増加

傾向にある。ボッフォール村では、村の本源的な魅力、

競争力を守るために、観光需要の増加に応じて、コンド

ミニアム等の建物を増やしているが、新規の都市計画文

章（PLU）により、伝統的構造による建築規制を内部ル

ール化し、新規に建造される家屋は建築様式を守ること

が義務づけられている（図－５）。 

 
図－５ 建築規制を説明したパネル 

４．考察 －質の問題－ 

 
以上、１％政策の概要と、沿道地域であるボッフォ

ール村の取り組みについて概要した。本章では、我が国

における都市と農村の交流の理念について考察し、交流

人口に注視した具体の取り組みを提案したい。 
 

a)都市と農村の交流 
現在、交通に求められる機能は、インフラ整備による

量的対策から、より質を重視した対応が求められている。

日常の交通だけではなく、非日常の交通、観光交通につ

いて考えてみても、交通現象と質の関係性を定義するの

は難しい。一人の人間においてさえ、多くの価値観が相

対的に存在する現代社会において、新しい価値観や、意

味を持つ光景の発見といった「観光」に値する現象は、

日常生活においても発生している。本源需要としての

「移動の質」を評価するためには、身体の移動に伴い知

覚し、価値と認識する個人の心的構造まで目を向けなく

てはならない。 
本源需要である交通を、「知覚を伴う身体の自律移動

による、時間的に不可逆な価値へのアクセス行為」と、

少々乱暴ではあるが定義してみよう。その上で、「地域

振興に資する交通の機能」を考えると、“ある地域でし

か経験できない希少・オリジナルな財・サービスへのア

クセス機能”が必要であることは大方同意が得られるの

ではないだろうか。また、文化的・風土的な記号が豊穣

な地域では、移動を通して、地域の内部構造を発見する

機会が絶えず発生している。この、“偶発的発見が連鎖

的に発生する機能”が、もう一つの役割として重要にな

ると思える。仮想的な財では代替できない、地域独自の

価値への接触機会を作為的に増加させるのである。 
本源需要としての移動の効用が、意味ある経験として

完結し、認知されるには、少なくとも、①オリジナルな

価値が地域に存在していること、②その価値の存在を事

前に知っていること、③その価値に接触できること、④



移動時間に新しい価値を発見、追加できること、⑤経験

された価値の総体が更に新しい価値を形成していること、

等が求められるのではないだろうか。 
“オリジナルな価値の発見”は日常生活でも起こりう

る。しかし大量生産・大量消費・大量廃棄、それにモー

タリゼーションを加えた都市のライフスタイルは、時に

生産活動と消費行動の関係性を匿名化してしまう。私達

は高度成長期に生活必要財を充足させた後、80 年代に

記号的に差別化された財の消費を始めた。現在、多くの

財は自己模倣を始め、没個性化が進行したように思える。 
都市と農村地域を組み合わせた時に、どのような新し

い価値やライフスタイルを生み出すことができるだろう

か。農村が抱える問題としては、高齢化や農家戸数の減

少、農産物価格の低迷等、耕作放棄地や不作付け地等の

遊休農地の管理が挙げられる。一方で、ボッフォールモ

デルに示される、地域のアイデンティティを発見し、財

の魅力を高めることができる資源として、食の“独自

性”を発揮した二次加工品の創造、生産活動への参加型

観光、景観の保全と創造等、都市では享受できない価値

を開発する余地はまだ多く残されている。 
地域におけるイノベーションには、基本的な競争力、

価値の原資としての“土地の文化的深度”や“場所の

力”を認識する能力を地域が持つことが必要である。先

人の知識と行動の痕跡、その根元となる資源を探しあて

ることができれば、地域がその空間で成立した存在理由

は明白となる。また外部社会と地域が置かれている現状

に関する客観性と、外部との差異への着目が必要だろう。 
無論これらは現在も、“まちづくり”や“里づくり”

といった文脈で語られ、実践されている。しかし、日常

生活の中での地域のアイデンティティを模索し、場合に

よっては再構築する活動は、コミュニティの内部の動機

付けだけでは容易ではない。他地域とは異なる建築様式

や文化遺産等、地域のアイデンティティを構成する文化

的記号を発見するためには、「他者の視点を持つコミュ

ニティの内部観測者」が重要な役割を果たすと思われる。

ボッフォール村の事例では、イノベーターは、教養ある

女性達であった。彼/彼女らは、当初は、コミュニティ

内部では“変わり者”となるが、他地域との差異や起業

資源を見いだすことが他者と比較して容易である。次に、

外部とのコミュニケーションのデザインが重要である。

人対人の直接的な対話も重要であるが、地域を周遊する

人の知覚に訴え、記憶されるに足りる景観や、都市の生

活者に地域のイメージを喚起させる味覚といった、二次

加工品の市場を通した需要喚起も大きく都市と地域のコ

ミュニケーションの範疇に含まれる。 
地域において、価値を生産しつつ多くの人々との交流

を楽しむ“プロシューマー”が定住するためには、交流

人口を促す仕掛けや、インフラが支える部分も大きいと

思われる。交通に求められる機能として、いわゆる速達

性や信頼性で定量化される「早く正確に目的地に達する

機能」に、身体を伴った交流のための「希有な価値の検

索とアクセス機能」を加味することが考えられる。これ

はインターネットを通じた情報財取引において、Blog
等の自己表現行為の増加と検索エンジンの普及に伴い既

に実現している。物理社会が追いついていないのである。 
b) 移動の機能と ICT  
試論として、交通の機能を拡張させる目的で、道路空

間と情報コミュニケーション技術（ICT）、ITS の関わ

り方を再考してみよう。直接、電子デバイスにより情報

を提供するようなアプローチに ICT を用いるのではな

く、行動を誘発させるように ICT を用いるのである。

１％政策にみられる地域のシンボルを記すピクトグラム

の設置や周遊ルートの構築といったハードによるアプロ

ーチは勿論、地域内部の周遊交通行動の把握、統計デー

タ化、またより積極的に“個体識別”の特徴に着目して、

地域独自の財との接触機会を増加させるエリアマーケテ

ィング志向の交通アプリケーションを構築することまで

含まれる。 
例としては、地域アクセスのためのスマート IC の設

置目的を、既存の価値観による移動時間短縮とするので

はなく、沿道地域への立ち寄り交通行動を誘発させる仕

掛け（例：特定地域を周遊する交通に関しては、X時間

までは無料）として捉え、料金施策と ICT を同時に用

いて、“地域経済に寄与する交通を誘発させるアプリケ

ーション”を構築することが考えられる。無論、既存ス

トックとしての ETC と地域内の消費を同期させる方法

も可能である（図－６）。ICT を利用した同様なエリア

マーケティング手法は都市鉄道系公共交通で既に実施さ

れている。日帰り交通等、需要の特性に応じた柔軟なア

プリケーションの構築が望まれるだろう。 
 
 
 
 
 

 
 
 

図－６ 周遊誘発型アプリケーション 
５．おわりに 

 
以上、本稿では、１％政策と農村の付加価値化に着目

し、地域の維持のための交流の可能性について考察した。 
謝辞：はまなす財団主任研究員小俣寛氏には１％政策、

及び生産消費活動と景観の関係性について多くのご示唆

を頂きました。ここに記して感謝の意を表します。 

高速道路 

②地域内での消費時に周遊行動を確認 

（例：ETC 等での個体認識） 

③条件を満たす場合は

料金継続 

①料金の発生 
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